
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月
がつ

３日
みっか

は「ひな祭
まつ

り」。そしてもうひとつ、 体
からだ

のある部分
ぶぶん

にちな

んだ日
ひ

でもあります。そう、「耳
みみ

の日
ひ

」です。   

 数字
す う じ

の「３」が耳
みみ

の 形
かたち

と似
に

ていること、さらに〔３（み）・３（み）〕と

ならんでいることからだそうです。 

３月
がつ

３日
み っ か

は「耳
みみ

の日
ひ

」です 

鼻
はな

を強
つよ

くかみすぎない 

鼻
はな

をかむときは、片方
かたほう

の鼻
はな

をおさえ

て、片方
かたほう

ずつかむようにします。耳
みみ

と鼻
はな

はつながっているので、強
つよ

い 力
ちから

でかむ

と耳
みみ

が痛
いた

くなることがあります。 

耳
みみ

を叩
たた

いたり、耳
みみ

元
もと

で大
おお

声
ごえ

を出
だ

したりしない 

音
おと

を聞
き

くために大
だい

事
じ

な「鼓
こ

膜
まく

」は０.１mm でとても薄
うす

いで

す。たたくと簡
かん

単
たん

に破
やぶ

れてしまいます。耳
みみ

は絶対
ぜったい

にたたいて

はいけません。 

ヘッドホンやイヤホンの

音 量
おんりょう

は控
ひか

えめに 

大
おお

きな音
おと

を 長
ちょう

時
じ

間
かん

聞
き

き続
つづ

けると、耳
みみ

の聞
き

こえ

が悪
わる

くなる原因
げんいん

になりま

す。他
ほか

の音
おと

が聞
き

こえるく

らいの大
おお

きさで聞
き

くよう

にしましょう。 

耳
みみ

掃除
そ う じ

をするときは… 

綿棒
めんぼう

は耳
みみ

の奥
おく

まで入れず
は い れ ず

、耳
みみ

の穴
あな

の

入
い

り口
ぐち

あたりを優
やさ

しく軽
かる

い 力
ちから

で、拭
ふ

くような感
かん

じにしましょう。 

耳
みみ

の主
おも

な

はたらき 

耳
みみ

を大切
たいせつ

に

するために 

 
羽生市立三田ヶ谷小学校 ほけんだより ３月号 

 

 

令和６年３月１日（金） 

 

大
おお

きな釜
かま

で調
ちょう

理
り

されている動
どう

画
が

を見
み

て、「何
なに

を作
つく

っているでしょうか？」クイズに答
こた

えました。

食
しょく

材
ざい

の種
しゅ

類
るい

や調
ちょう

理
り

されていく過
か

程
てい

を見
み

ながら、真
しん

剣
けん

に考
かんが

えていました。 

この２つのひみつを知
し

り、明日
あ し た

からの給
きゅう

食
しょく

で「自
じ

分
ぶん

が頑
がん

張
ば

りたい 

こと」を考
かんが

えました。 

 けんこう委員会
い い んか い

の発表
はっぴょう

 

おいしく給 食
きゅうしょく

を食
た

べるために大切
たいせつ

なことを発表
はっぴょう

しま

した。準
じゅん

備
び

や配
はい

膳
ぜん

、片
かた

付
づ

けのポイントや、食
た

べる時
とき

に

よく噛
か

むこと、苦
にが

手
て

な食
た

べ物
もの

にも 挑
ちょう

戦
せん

することの大
たい

切
せつ

さなどを伝
つた

えました。 

大
おお

きな釜
かま

とへらで 調
ちょう

理
り

されてい

る動
どう

画
が

を見
み

て、歓声
かんせい

が上
あ

がっていま

した。また、実際
じっさい

に使用
し よ う

しているへ

らを持
も

ってきていただきました。 

１日
にち

に約
やく

3700 食
しょく

もの 量
りょう

を調理
ちょうり

しているそうです。 

今月
こんげつ

の保健
ほ け ん

目標
もくひょう

 

＜保
ほ

＞ 健康
けんこう

生活
せいかつ

のふりかえり

をしよう。 

＜歯
は

＞ 歯
は

の健康
けんこう

について 

まとめよう。 

 


